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省エネルギー温度管理でハウスミカンの燃料費削減へ！

　ハウスミカンは、主に秋～翌年の初夏の期間、重油や電気を用いた暖房で栽培します。近年は燃料価格が高
騰しており、生産者の経営が大きく圧迫されています。
　果樹グループでは、これまでハウスミカンの生育に最適な環境条件を明らかにする研究に取り組んできまし
た。具体的には、ハウス内の気温を高温にしなくても、かん水量を控えて生育に影響を及ぼさない程度の水分
欠乏（水ストレス）の状態にし、高品質な果実を生産する技術の研究など行いました。この研究を基盤とし、
令和３年度から、関係機関と連携してハウスミカンの温度設定の見直しに関する実証試験および水ストレスと
果実品質の関係について調査を行っています。ここでは、その内容の一部を紹介します。

【研究の成果】

今回の実証試験でハウスミカン栽培に対する考え方

が変わりました。温度だけでなく水管理が重要なこ

とも改めて確認できました。今後は、経験の浅い生

産者でも、気象変動に関係なく狙いどおりの果実生

産ができるような栽培技術の確立を期待します。

（杵築地域柑橘研究会青年部）

①省エネ温度管理の経済効果→10aあたり43万円（重油単価100円/L）減

②十分な水ストレスが付与されていれば、低い温度管理でも糖度は上昇

＜わかったこと＞

図５ 糖度の推移（令和６年産）図４ 水ストレスの推移（令和６年産）

図１ ハウスみかんの果実の生育ステージ

満開後60～120日に省エネ温度管理を実施しました。

慣 行 昼間：30℃ 夜間：25℃

省エネ 昼間：25℃ 夜間：20℃

30%

減 省エネ温度管理を行った結果、省エネ区

で慣行比30％減の経費効果が得られま

した。

10aあたりの燃料費比較

慣 行：175.2万円

省エネ：132.2万円

※重油単価100円/Lで算出

図２ 満開後150日の着果状況

（省エネ区：令和６年産）
図３ ハウス別燃料費の比較
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省エネ区で慣行区よりも強い水

ストレスが付与されていたため、

糖度の上昇も促しかつ慣行区よ

りも糖度が高く推移する傾向が

見られました。
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省エネ区で水ストレスが付与され

た要因として、潅水量が慣行区よ

りも少なかったと考察します。

（今後追加の調査が必要）


